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研究成果の概要（和文）： 
南極海におけるペンギン類の個体数変動の種間・地域間の違いをもたらすメカニズムを明
らかにするために、最新の動物装着型記録計による採餌行動の研究を行った。ペンギンの
採餌行動とその環境要因（特に海氷分布）との関係は、同所的に生息する種間および同種
の地域間で異なることが明らかになった。採餌行動の種間・地域間の違いにより、海洋環
境変化がペンギンの繁殖に与える影響は異なり、それによって個体数変動の違いが生じて
いることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We examined the foraging behavior of Antarctic penguins using recently developed 
animal-borne data loggers, to investigate the ecological mechanisms behind the 
inter-specific and regional differences in population variability. We found marked 
differences in the foraging behaviors and their environmental relationships (especially 
with sea-ice distributions) among sympatric penguin species as well as among regional 
populations of the same species. Such inter-specific / regional differences in the 
foraging behaviors would lead to variable environmental effects on reproduction and 
population variability in different species / populations of Antarctic penguins. 
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１．研究開始当初の背景 
	 南極の近年の環境変化が生態系に及ぼす
影響の評価を行うためには、環境の変化が生
態系構成種の生態に変化をもたらすメカニ
ズムを知ることが重要である。近年急速に温

暖化が進行している西南極地域には複数種
のペンギンが生息している。これらの種の近
年の個体数の変化傾向には種間の違いがあ
り、アデリーペンギン、ヒゲペンギンでは減
少傾向、ジェンツーペンギンでは増加傾向に
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ある。一方、東南極地域においては、西南極
地域と対照的に、アデリーペンギンの個体数
は増加傾向にある。こうした個体数の変化傾
向の種間・地域間の違いが、どのようなペン
ギンの採餌・繁殖生態の違いに起因し、また
海洋環境の変化とどのように関わっている
のか、その生態的メカニズムに関する知見は
限定的であった。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は、南極海海洋生態系の主要構成種
であるペンギン類について、海洋環境の変動
により長期的な個体数・生態の種間・地域間
の変動が生じるメカニズムを明らかにする
ことを目的とした。具体的には、(1)複数種
のペンギンが同所的に生息する西南極地域
で野外調査を行い採餌行動の種間比較を行
うこと、(2)東南極地域でも野外調査を行っ
て採餌行動の地域間比較を行うことにより、
海洋環境の変化とペンギンの個体数・生態変
動との関係を明らかにすることを目指した。	 
	 
３．研究の方法 
	 平成 20~21 年度の間に、西南極地域にお
いて 3 種類のペンギン（アデリー、ヒゲ、ジ
ェンツー）の行動・生態に関する野外調査を
実施した。また、平成 22 年度に東南極地域
においてアデリーペンギンの行動・生態に関
する野外調査を実施した。GPS-深度データロ
ガー、画像・動画データロガー、加速度デー
タロガーをペンギンに装着し、一定期間後に
回収することで、移動軌跡（採餌場所）や水
中での捕食行動についての新規データを取
得した。これらの新規データに加えて、過去
にこれらの地域で得られている採餌行動、繁
殖成績のデータを合わせて解析した。	 
	 
４．研究成果	 
(1)ペンギンの採餌行動の種間比較	 
	 GPS-深度データロガーによって記録され
た西南極地域キングジョージ島のヒゲペン
ギン・ジェンツーペンギンの採餌場所、潜水
深度を種間で比較したところ、ジェンツーペ
ンギンは沿岸海域の底層を、ヒゲペンギンは
外洋海域の表層を利用するという採餌生態
の違いが明らかになった。西南極地域におい
て、ヒゲペンギンの個体数は減少傾向にある
のに対し、同じ場所で繁殖するジェンツーペ
ンギンの個体数は増加・安定傾向にあり、こ
うした個体数傾向の違いが採餌海域の違い
と関連することが示唆された。	 
	 西南極地域シグニー島・キングジョージ島
のアデリーペンギン・ヒゲペンギン・ジェン
ツーペンギンの水中での捕食行動について
画像データロガーの記録を解析した。ペンギ
ンが餌のナンキョクオキアミを捕食する深
度が、海表面での海氷(パックアイス)の分布

状態によって変化することが明らかになっ
た。西南極地域においては、海氷の分布の減
少がナンキョクオキアミの深度分布の変化
を通じてペンギンの採餌行動に影響するこ
とが示唆された。また他種に比べ、アデリー
ペンギンでは海氷がより多く分布する海域
で採餌していることが明らかとなり、海氷へ
の親和性が 3種のなかで最も強いことが示唆
された。	 

図１.南極キングジョージ島で繁殖するペン
ギン 2 種の採餌場所の違い。色の濃い場所が
ペンギンの集中潜水箇所を示す。	 
	 
(2)ペンギンの採餌行動の地域間比較	 
	 東南極地域リュツォ・ホルム湾にある日本
の昭和基地において GPS-深度データロガー
を用いてアデリーペンギンの採餌場所を調
査したところ、海面が定着氷に覆われたこの
地域では、ペンギンの採餌場所が海岸沿いに
広がる氷のクラックに限定されていること
が明らかになった。開水面が広がる西南極地
域と異なり、定着氷の張り出しがペンギンの
採餌場所を強く制限していることが示され
た。	 
	 一方、ペンギンの背中に取り付けたビデオ
の記録から、アデリーペンギンは中層におい
てオキアミを捕食するだけでなく、定着氷の
直下の浅い深度(2-5m)に分布する魚類であ
るボウズハゲギスも頻繁に捕食しているこ
とが明らかになった。	 
	 定着氷の張り出し強度が高かった調査年
の結果を、昭和基地での過去の調査結果と比
較したところ、採餌トリップ長は長く、繁殖
成功率は低かった。定着氷が発達した年には、



 

 

ボウズハゲギスなどの海氷に強く依存した
餌生物の利用が可能になる一方、ペンギンに
とっては採餌場所を制限されるというコス
トが大きいと考えられた。	 
	 西南極地域と比べ、海氷の張り出し強度が
元々厳しい東南極地域では、定着氷がペンギ
ンの採餌場所を制限することで繁殖成功を
左右し、ペンギンの個体数の変動に影響する
と考えられた。リュツォ・ホルム湾では 1990
年代後半から 2000 年代後半にかけて定着氷
の張り出し強度が弱まったことが報告され
ており、これに伴うペンギンの採餌場所制限
の緩和が昭和基地周辺でのペンギンの個体
数増加傾向をもたらす生態的メカニズムと
なることが示唆された。	 

	 
図２.アデリーペンギンに取り付けたビデオ
から得られた画像。水中での詳細な採餌行動
の解析に有効なデータとなった。	 
	 
以上(1)、(2)の内容を取りまとめて、国際学
術雑誌、国内外の関連学会・シンポジウム等
で成果発表を行った。	 
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